
能登半島殺人旅行

新庄雄太郎



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
達
仁
は
黄
金
週
間
に
千
歌
と
梨
子
と
一
緒
に
能
登
半
島
へ
旅
行
す
る
事
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
能
登
半
島
で
連
続
殺
人
が
起
き
る
の
だ
、
そ
し
て
達
仁
と
梨
子
と
千
歌
は
事
件
の
推
理
を

す
る
の
だ

　
初
出
演
　
高
見
千
歌
と
桜
内
梨
子
が
事
件
の
推
理
を
す
る
の
だ
　

　
Ａ
ｑ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
旅
情
サ
ス
ペ
ン
ス
第
１
弾
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第
１
章
　
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」

　　
京
都
駅
、
こ
の
日
達
仁
は
千
歌
と
梨
子
と
一
緒
に
黄
金
週
間
に
旅
行
へ
行
く
事
に
な
っ
た
。

「
え
ー
と
、
次
の
湖
西
線
経
由
の
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
は
８
時
３
９
分
か
。」

「
ま
だ
時
間
が
あ
る
の
ね
。」

「
う
ん
。」

「
そ
う
言
え
ば
、
梨
子
は
。」

「
お
待
た
せ
、
千
歌
ち
ゃ
ん
。」

「
梨
子
ち
ゃ
ん
、
ま
だ
「
雷
鳥
」
は
ま
だ
発
車
時
間
に
は
十
分
あ
り
ま
す
か
ら
。」

「
そ
っ
か
。」

　
と
、
梨
子
は
言
っ
た
。

「
そ
う
言
え
ば
、
善
子
ち
ゃ
ん
は
。」

　
そ
こ
へ
、
廉
と
善
子
と
茉
莉
が
や
っ
て
来
た
。

「
待
っ
た
か
。」

「
う
ん
、
先
に
千
歌
と
梨
子
が
来
て
た
ぜ
。」

「
そ
う
か
、
じ
ゃ
あ
ま
だ
発
車
し
な
い
だ
ね
。」
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「
は
ー
い
、
待
た
せ
た
わ
ね
。」

「
茉
莉
ち
ゃ
ん
も
来
て
た
の
か
。」

「
え
え
。」

　
今
回
の
旅
行
の
メ
ン
バ
ー
は
南
　
達
仁
と
橘
　
廉
と
高
見
千
歌
と
桜
内
梨
子
と
津
島
善
子
と
小
原

鞠
莉
で
あ
る
。

「
あ
っ
、「
雷
鳥
」
が
来
た
ぞ
。」

「
新
潟
行
か
、
こ
れ
に
乗
れ
ば
い
い
の
ね
。」

　
京
都
駅
に
、
８
時
３
９
分
に
発
車
す
る
北
陸
本
線
経
由
の
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
に
乗
っ
て
金
沢

へ
、
金
沢
か
ら
七
尾
線
に
乗
り
換
え
る
の
だ
。

　
フ
ァ
ー
ン
ピ
ィ
ー
ッ
!
。

　
達
仁
と
廉
た
ち
が
乗
っ
た
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
は
京
都
を
８
時
３
９
分
に
発
車
し
た
、
達
仁
と

千
歌
た
ち
が
乗
っ
た
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
」
は
上
沼
垂
色
で
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
に
は
立
山
に
住
む
雷
鳥
が
描
か

れ
て
い
る
、
雷
鳥
に
は
富
山
行
と
金
沢
行
と
新
潟
行
に
分
け
て
い
る
、
色
は
国
鉄
色
と
上
沼
垂
色
の
二

つ
で
あ
る
、
達
仁
と
千
歌
た
ち
が
乗
っ
た
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
は
大
阪
８
時
１
０
分
発
を
発
車
し

　
新
大
阪
８
時
１
５
分
　
京
都
８
時
３
９
分
　
敦
賀
９
時
３
５
分
　
鯖
江
１
０
時
０
１
分
　
福
井
１

０
時
１
０
分
　
芦
原
温
泉
１
０
時
２
２
分
　
加
賀
温
泉
１
０
時
３
３
分
　
小
松
１
０
時
４
３
分
　
金

沢
１
１
時
０
３
分
　
石
動
１
１
時
１
９
分
　
高
岡
１
１
時
３
０
分
　
富
山
１
１
時
４
５
分
　
滑
川
１
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１
時
５
９
分
　
魚
津
１
２
時
０
６
分
　
黒
部
１
２
時
２
１
分
入
善
１
２
時
２
１
分
　
糸
魚
川
１
２
時

４
６
分
　
直
江
津
１
３
時
１
２
分
　
柏
崎
１
３
時
３
５
分
長
岡
１
４
時
０
０
分
　
見
附
１
４
時
０
８

分
　
東
三
条
１
４
時
１
７
分
　
加
茂
１
４
時
２
４
分
新
津
１
４
時
３
７
分
　
終
着
新
潟
１
４
時
４
９

分
、
約
４
時
間
の
旅
で
あ
る
。
新
大
阪
、
京
都
に
止
ま
り
列
車
は
湖
西
線
に
入
り
、
窓
の
外
に
琵
琶
湖

を
眺
め
な
が
ら
近
江
塩
津
駅
に
通
過
す
る
と
右
手
か
ら
北
陸
本
線
の
線
路
が
近
づ
い
て
く
る
、
や
が
て

合
体
し
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
は
湖
西
線
か
ら
北
陸
本
線
に
入
る
。

　
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
の
車
内
に
て

「
廉
君
と
善
子
ち
ゃ
ん
は
一
緒
の
高
校
な
の
か
。」

「
う
ん
、
レ
ン
チ
と
私
は
幼
馴
染
な
の
。」

「
そ
う
な
ん
だ
。」

「
ち
な
み
に
、
達
仁
君
は
。」

「
実
は
、
音
ノ
木
坂
学
院
な
ん
だ
。」

「
音
ノ
木
坂
学
院
、
実
は
私
も
そ
こ
の
学
校
に
在
籍
し
た
の
。」

「
本
当
。」

「
え
え
、
１
年
生
ま
で
は
ね
。」

「
そ
う
な
ん
だ
。」

　
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
は
湖
西
線
に
入
っ
た
。
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「
見
て
、
琵
琶
湖
だ
わ
。」

「
本
当
ね
。」

「
う
わ
ー
っ
。」

　
そ
こ
へ
、
車
掌
が
や
っ
て
来
た
。

「
す
み
ま
せ
ん
、
乗
車
券
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

「
は
い
。」

　
と
、
達
仁
は
特
急
券
と
乗
車
券
を
拝
見
し
た
。

「
ど
う
も
。」

　
そ
し
て
、
ワ
ゴ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
車
内
販
売
が
や
っ
て
来
た
。

「
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子
と
駅
弁
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」

「
す
い
ま
せ
ー
ん
。」

　
と
、
達
仁
は
千
歌
と
梨
子
と
茉
莉
は
車
内
販
売
で
お
菓
子
と
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
。」

「
サ
ン
キ
ュ
ー
。」

　
フ
ァ
ー
ン
!
。

　
そ
し
て
、
達
仁
た
ち
の
旅
行
が
殺
人
事
件
が
起
こ
る
と
は
何
も
予
想
は
し
な
か
っ
た
。
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第
２
章
　
輪
島
で
殺
人

　　
旅
行
の
日
程
は
次
の
通
り
だ
。

　
１
日
目
　
京
都
か
ら
北
陸
本
線
経
由
Ｌ
特
急
「
雷
鳥
１
３
号
」
京
都
発
８
時
３
９
分
発

　
　
　
　
金
沢
着
１
１
時
０
３
分
　
七
尾
線
に
乗
車
　
輪
島
で
１
泊

　
２
日
目
　
朝
市
見
物
　
輪
島
市
内
散
策
　
輪
島
か
ら
能
登
半
島
観
光
　

　
　
　
　
和
倉
温
泉
で
１
泊

　
３
日
目
　
金
沢
市
内
観
光
、
山
代
温
泉
で
１
泊

　　
４
日
目
　
金
沢
駅
　
金
沢
発
１
２
時
４
３
分
発
特
急
「
か
が
や
き
７
号
」
に
乗
り
長
岡
で
新
幹
線
「
あ

さ
ひ
３
１
８
号
」
で
帰
京

　
の
日
程
だ
。

　
ち
な
み
に
千
歌
と
善
子
は
金
沢
か
ら
米
原
経
由
の
Ｌ
特
急
「
し
ら
さ
ぎ
１
０
号
」
名
古
屋
行
で
沼
津

へ
帰
る
の
だ
。

「
お
っ
、
近
江
塩
津
だ
、
そ
こ
か
ら
北
陸
本
線
に
入
る
ん
だ
。」

「
そ
こ
は
も
う
、
福
井
県
。」
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と
、
梨
子
は
言
っ
た
。

「
さ
す
が
、
梨
子
ち
ゃ
ん
。」

「
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
そ
こ
は
北
陸
だ
っ
た
。」

「
そ
の
通
り
、
善
子
ち
ゃ
ん
。」

「
っ
て
、
善
子
言
う
な
。」

「
南
、
善
子
じ
ゃ
な
く
て
ヨ
ハ
ネ
だ
よ
。」

「
あ
っ
、
悪
い
悪
い
。」

　
金
沢
駅
　
１
１
時
０
３
分

　
金
沢
駅
に
到
着
し
た
、
達
仁
と
廉
と
千
歌
と
善
子
は
能
登
へ
行
く
た
め
七
尾
線
の
ホ
ー
ム
へ
。

「
穴
水
で
乗
り
換
え
か
、
そ
こ
か
ら
輪
島
へ
行
く
ん
だ
ね
。」

「
こ
の
七
尾
線
、
電
気
で
動
く
の
か
。」

「
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
ね
、
そ
の
通
り
、
９
１
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
七
尾
線
は
電
化
開
業
に
な
っ
た
ん
だ

よ
。」

「
そ
れ
で
、
電
車
に
な
っ
た
の
か
。」

「
お
っ
、
来
た
。」

　
達
仁
と
千
歌
た
ち
は
七
尾
線
に
乗
り
、
輪
島
へ
向
っ
た
。

「
こ
こ
が
輪
島
か
。」
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「
う
わ
ぁ
。」

　
輪
島
温
泉
・
ホ
テ
ル
高
州
園

「
お
世
話
に
な
り
ま
す
。」

「
よ
う
こ
そ
、
輪
島
温
泉
へ
。」

「
い
い
温
泉
ね
。」

「
う
ん
。」

　
善
子
は
廉
と
茉
莉
と
一
緒
の
部
屋
だ
。

「
す
ご
く
い
い
部
屋
ね
。」

「
レ
ン
チ
と
一
緒
に
な
る
の
は
南
紀
と
大
和
路
以
来
だ
よ
。」

「
お
い
お
い
、
あ
ま
り
く
っ
つ
く
な
よ
。」

　
達
仁
と
廉
は
、
風
呂
で
楽
し
く
会
話
し
て
い
た
。

「
ち
な
み
に
廉
君
は
何
部
な
ん
だ
。」

「
俺
は
運
動
系
だ
か
ら
、
野
球
部
に
入
っ
て
る
ん
だ
。」

「
野
球
部
か
。」

「
あ
あ
。」

　
一
方
、
千
歌
と
梨
子
と
善
子
と
茉
莉
は
露
天
風
呂
に
入
っ
て
い
た
。

「
は
ぁ
ー
、
極
楽
極
楽
。」
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「
い
い
湯
ね
。」

　
と
、
千
歌
と
梨
子
は
言
っ
た
。

　
そ
し
て
、
夕
食
は
今
月
の
旬
料
理
で
あ
る
、
能
登
で
と
れ
た
魚
も
あ
る

　
楽
し
そ
う
に
、
会
話
を
し
な
が
ら
夕
食
を
食
べ
た
。

　
夜
に
は
御
陣
上
太
鼓
の
発
表
を
見
て
い
く
事
に
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
面
白
い
よ
。」

　
ド
ン
ド
ン
ド
コ
ド
ン
、
ド
ン
ド
ン
ド
ン

「
こ
れ
が
御
陣
上
太
鼓
か
、
か
っ
こ
い
い
。」

「
う
ん
、
能
登
へ
行
っ
た
ら
見
て
こ
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ん
だ
。」

「
ほ
う
。」

　
俺
達
は
、
夜
の
１
１
時
ご
ろ
、
達
仁
と
千
歌
と
梨
子
は
、
眠
り
に
つ
い
た
。

「
お
や
す
み
っ
、
千
歌
ち
ゃ
ん
。」

「
お
や
す
み
っ
、
梨
子
ち
ゃ
ん
。」

　
ち
な
み
に
、
達
仁
は
千
歌
と
梨
子
と
同
じ
部
屋
だ
っ
た
。

「
達
仁
君
と
一
緒
に
寝
れ
る
な
ん
て
嬉
し
い
わ
。」

「
う
ん
、
私
も
。」

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
好
き
な
子
、
い
る
?
。」
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「
お
い
っ
、
修
学
旅
行
の
夜
み
た
い
な
寝
た
ふ
り
は
や
め
ろ
!
」

　
次
の
日
、
達
仁
と
千
歌
た
ち
は
輪
島
温
泉
を
一
泊
し
た
後
輪
島
朝
市
を
め
ぐ
る
こ
と
に
し
た
。

「
こ
う
て
く
だ
ぁ
ー
。」

　
と
威
勢
の
い
い
声
が
聞
こ
え
た
。

「
結
構
繁
盛
し
て
る
な
。」

「
お
客
さ
ん
、
今
日
は
と
れ
た
て
だ
よ
。」

　
と
、
干
物
屋
は
言
う
。

　
朝
市
の
活
気
が
み
え
る
。

「
う
わ
っ
、
海
の
臭
い
が
す
る
ね
。」

「
ホ
ン
ト
だ
。」

　
海
産
物
の
試
食
を
す
る
達
仁
。

「
達
仁
君
、
こ
こ
よ
く
来
る
の
。」

「
う
ん
、
能
登
へ
行
っ
た
ら
朝
市
も
よ
ろ
う
と
。」

「
結
構
大
繁
盛
し
て
る
ん
だ
ね
。」

「
朝
市
は
、
輪
島
の
他
に
も
ね
北
海
道
の
函
館
や
千
葉
の
勝
浦
や
岐
阜
の
宮
川
で
行
っ
て
い
る
ん
だ

よ
。」

「
そ
う
な
ん
だ
。」
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そ
し
て
、
千
歌
は
イ
カ
の
塩
辛
を
試
食
し
た
。

「
え
っ
、
塩
辛
ッ
。」

「
ア
ハ
ハ
、
千
歌
は
辛
い
物
は
苦
手
な
ん
だ
よ
な
。」

「
に
ぎ
や
か
だ
ね
、
輪
島
朝
市
。」

「
威
勢
が
い
い
ね
。」

「
本
当
だ
。」

「
美
味
し
そ
う
な
魚
も
売
っ
て
る
わ
。」

「
本
当
。」

「
あ
っ
、
魚
の
解
体
シ
ョ
ー
だ
っ
て
。」

　
と
、
梨
子
は
言
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
見
に
行
こ
う
よ
。」

　
達
仁
と
千
歌
と
梨
子
達
は
魚
屋
を
見
物
し
た

　
白
米
千
枚
田

「
も
う
す
ぐ
、
お
米
が
植
え
る
時
期
だ
ね
。」

「
出
来
た
ら
、
私
は
レ
ン
チ
の
嫁
に
な
る
わ
。」

「
お
い
お
い
。」

　
恋
路
海
岸
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「
こ
こ
が
、
恋
路
海
岸
ね
。
ヨ
ハ
ネ
を
撮
っ
て
よ
。」

「
わ
か
っ
て
る
よ
、
善
子
笑
っ
て
。」

「
ギ
ラ
ン
。」

　
と
写
真
を
撮
る
。

　
一
報
、
輪
島
で
は
。

「
お
客
さ
ん
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
時
間
で
す
が
。」

　
と
ル
ー
ム
係
が
息
を
は
ず
ま
せ
て
駆
け
つ
け
て
き
た
。

「
ど
う
し
た
。」

「
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
時
間
な
の
に
、
返
事
が
な
い
ん
で
す
。」

「
何
だ
っ
て
。」

　
フ
ロ
ン
ト
係
が
ド
ア
を
開
け
る
と
。

「
あ
れ
っ
、
誰
も
い
な
い
ぜ
。」

「
本
当
だ
。」

「
手
分
け
し
て
探
そ
う
。」

　
旅
館
の
人
は
客
の
捜
索
を
し
て
い
る
と
、
事
件
は
起
き
た
。

　
バ
キ
ュ
ー
ン
!

　
そ
の
時
、
銃
声
が
響
い
た
。
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「
何
、
今
の
音
は
。」

　
と
、
達
仁
は
善
子
と
廉
と
一
緒
に
行
っ
て
見
る
こ
と
に
。

「
ど
う
し
た
の
、
梨
子
ち
ゃ
ん
。」

「
大
変
よ
、
人
が
撃
ち
殺
さ
れ
て
る
の
よ
。」

「
何
だ
っ
て
。」

　
達
仁
と
千
歌
た
ち
が
見
た
の
は
、
そ
れ
は
男
性
の
射
殺
死
体
で
し
た
。

「
ど
う
。」

「
や
は
り
拳
銃
だ
。」

「
拳
銃
。」

「
う
ん
、
こ
れ
は
多
分
リ
ボ
ル
バ
ー
拳
銃
だ
。」

「
や
っ
ぱ
り
、
射
殺
ね
。」

「
あ
あ
。」

12  第２章　輪島で殺人



第
３
章
　
茉
莉
　
狙
わ
れ
る

　　
数
分
後
、
石
川
県
警
の
パ
ト
カ
ー
が
到
着
し
た
。

「
石
川
県
警
の
猪
谷
で
す
。」

　
と
、
警
察
手
帳
を
見
せ
た
。

「
あ
な
た
が
発
見
者
だ
ね
。」

「
は
い
。」

「
警
部
、
死
因
は
銃
殺
で
す
ね
。」

　
と
、
部
下
の
速
水
刑
事
が
言
う
。

「
で
、
君
は
。」

「
申
し
遅
れ
て
ま
し
た
、
南
　
達
仁
で
す
。」

「
確
か
、
高
校
生
探
偵
の
。」

「
そ
れ
で
、
被
害
者
の
身
元
は
。」

「
あ
あ
、
被
害
者
は
笹
島
清
二
さ
ん
、
３
２
才
だ
。」

「
お
そ
ら
く
凶
器
は
拳
銃
、
こ
れ
は
リ
ボ
ル
バ
ー
拳
銃
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

「
何
、
リ
ボ
ル
バ
ー
拳
銃
。」
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「
は
い
。」

「
そ
う
か
、
犯
人
は
笹
島
を
射
殺
し
た
の
か
。」

「
よ
う
す
る
に
、
拳
銃
を
使
っ
て
殺
し
た
の
ね
。」

　
と
、
梨
子
は
言
っ
た
。

「
南
は
旅
行
す
る
と
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
の
か
。」

「
そ
う
よ
、
音
ノ
木
坂
の
高
校
生
探
偵
な
ん
だ
よ
。」

「
だ
か
ら
、
妙
に
気
付
く
の
ね
。」

「
あ
い
つ
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
か
よ
。」

　
と
、
蓮
は
言
う
。

「
そ
れ
で
、
犯
人
は
誰
な
ん
だ
。」

「
そ
こ
な
ん
だ
よ
、
問
題
は
誰
が
笹
島
さ
ん
を
撃
っ
た
の
か
。」

「
そ
ん
な
事
よ
り
、
能
登
巡
り
し
よ
う
ぜ
。」

　
と
、
蓮
は
言
っ
た
。

　
達
仁
と
千
歌
と
善
子
と
蓮
た
ち
は
輪
島
か
ら
列
車
に
乗
り
、
能
登
半
島
へ
観
光
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
お
お
、
こ
れ
が
の
と
鉄
道
だ
。」

　
次
の
日
、
達
仁
と
千
歌
た
ち
は
の
と
鉄
道
に
乗
り
継
い
で
能
登
巡
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
ね
ぇ
梨
子
ち
ゃ
ん
、
能
登
中
島
へ
行
っ
て
み
な
い
か
。」

14  第３章　茉莉　狙われる



「
え
っ
、
何
か
あ
る
の
。」

「
か
つ
て
、
国
鉄
時
代
に
活
躍
し
た
郵
便
貨
車
が
あ
る
ん
だ
よ
。」

「
い
い
ね
。」

　
達
仁
と
千
歌
と
莉
子
は
能
登
中
島
駅
で
途
中
下
車
し
た
。

「
善
子
ち
ゃ
ん
と
蓮
君
も
く
れ
ば
い
い
の
ね
。」

「
そ
う
い
え
ば
、
善
子
ち
ゃ
ん
は
蓮
と
茉
莉
と
一
緒
に
見
附
島
へ
行
く
っ
て
。」

「
そ
う
か
。」

「
３
人
は
穴
水
で
乗
り
換
え
た
の
か
。」

　
の
と
中
島
鉄
道
公
園

「
こ
こ
が
、
鉄
道
公
園
ね
。」

「
ね
ぇ
、
す
ご
い
で
し
ょ
。」

「
へ
ぇ
、
こ
れ
が
郵
便
貨
車
ね
。」

「
そ
う
だ
よ
、『
オ
ユ
１
０
』
と
言
っ
て
昭
和
３
２
年
〜
４
６
年
の
１
４
年
間
に
渡
っ
て
、
合
計
７
２
両

が
製
造
さ
れ
た
、
代
表
す
る
郵
便
客
車
な
ん
だ
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
全
国
各
地
を
、
郵
便
物
を

車
内
で
仕
訳
し
な
が
ら
活
躍
し
て
い
た
車
両
で
昭
和
６
１
年
に
引
退
し
、
現
在
二
両
が
ほ
ぞ
ん
さ
れ
て

る
ん
だ
。」

「
へ
ぇ
、
よ
く
知
っ
て
い
る
の
ね
達
仁
君
は
。」
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「
う
ん
、
一
度
は
行
っ
て
み
た
か
っ
た
ん
だ
よ
。」

「
私
は
内
浦
だ
か
ら
、
能
登
っ
て
こ
ん
な
広
い
な
ん
て
思
わ
な
か
っ
た
よ
。」

　
一
方
、
善
子
と
蓮
と
茉
莉
は
能
登
の
観
光
名
所
見
附
島
へ
や
っ
て
き
た
。

「
こ
こ
が
見
附
島
ね
。」

「
オ
ー
ッ
、
す
ご
い
で
す
。」

　
と
、
茉
莉
は
言
っ
た
。

「
気
を
つ
け
ろ
よ
、
海
未
は
深
い
か
ら
。」

「
こ
こ
っ
て
、
軍
艦
島
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
ね
。」

「
う
ん
、
能
登
で
も
人
気
の
観
光
名
所
さ
。」

　
そ
の
時
、
何
か
が
起
き
た
。

「
あ
っ
、
危
な
い
。」

　
蓮
は
善
子
と
茉
莉
を
抱
き
つ
い
た
。

「
ど
う
し
た
の
よ
、
一
体
。」

「
ち
ょ
っ
と
レ
ン
チ
、
離
れ
な
さ
い
よ
っ
!
。」

「
今
、
茉
莉
を
狙
わ
れ
な
か
っ
た
か
。」

「
そ
う
言
え
ば
。」

「
私
、
何
か
に
狙
わ
れ
て
る
気
が
す
る
の
。」
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「
ヨ
ハ
ネ
も
か
。」

　
そ
の
時
、
蓮
は
思
い
出
し
た
。

「
あ
い
つ
だ
。」

「
あ
い
つ
っ
て
、
誰
な
の
よ
。」
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第
４
章
　
標
的

　「
え
っ
、
茉
莉
が
襲
わ
れ
た
!
。」

　
と
、
達
仁
と
千
歌
た
ち
は
驚
い
た
。

「
え
え
、
見
附
島
で
ね
。」

「
そ
れ
で
、
何
故
茉
莉
を
狙
っ
た
の
。」

「
そ
う
言
え
ば
、
レ
ン
ち
が
あ
い
つ
っ
て
言
っ
て
た
わ
。」

　
と
、
善
子
は
言
っ
た
。

「
あ
い
つ
っ
て
、
誰
?
。」

「
善
子
、
廉
、
知
っ
て
る
の
か
。」

「
え
え
、
去
年
の
事
だ
わ
、
リ
リ
ー
が
帰
り
に
不
良
グ
ル
ー
ブ
と
思
わ
れ
る
２
０
代
の
男
に
絡
ま
れ
た
そ

う
な
の
。」

「
え
っ
、
か
ら
ま
れ
た
、
そ
れ
い
つ
の
事
。」

「
夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら
よ
。」

「
な
る
ほ
ど
、
犯
人
は
そ
の
不
良
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
か
。」

「
後
、
私
、
体
罰
受
け
た
の
。」
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「
じ
ゃ
あ
、
も
う
一
人
は
そ
の
教
師
。」

　
と
、
達
仁
は
言
う
。

「
そ
の
先
生
は
、
去
年
懲
戒
免
職
な
っ
た
の
よ
。」

「
そ
れ
い
つ
の
事
。」

「
２
学
期
に
入
る
前
の
事
よ
。」

「
な
る
ほ
ど
、
犯
人
は
善
子
に
体
罰
し
た
教
師
と
そ
の
男
は
共
犯
じ
ゃ
な
い
か
。」

「
う
ん
、
間
違
い
な
い
わ
。」

　
と
、
梨
子
は
言
っ
た
。

「
そ
ん
な
事
よ
り
、
和
倉
を
散
策
し
よ
う
ぜ
。」

「
お
う
。」

　
能
登
島
大
橋
を
渡
っ
て
、
の
と
じ
ま
水
族
館
へ
や
っ
て
来
た
。

「
内
浦
の
水
族
館
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
ね
。」

「
う
ん
、
結
構
人
気
み
た
い
だ
よ
。」

「
あ
っ
、
今
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
や
る
っ
て
。」

「
本
当
。」

　
達
仁
と
千
歌
と
善
子
た
ち
は
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
を
見
た
。

「
う
わ
ぁ
。」
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「
す
ご
い
や
ー
。」

　
と
、
拍
手
を
し
た
。

　
達
仁
と
千
歌
と
梨
子
は
案
山
子
窯
の
体
験
し
た
。

「
千
歌
ち
ゃ
ん
、
凄
い
ね
。」

「
梨
子
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
。」

「
２
人
と
も
顔
に
泥
が
付
い
て
い
る
よ
。」

　
と
、
千
歌
と
梨
子
は
笑
っ
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
、
和
倉
を
見
物
し
た
か
ら
、
次
は
。」

「
泊
ま
る
場
所
と
言
え
ば
。」

「
和
倉
温
泉
!
。」

　
和
倉
温
泉
街

「
こ
こ
か
私
達
が
泊
ま
る
宿
ね
。」

「
う
ん
、
こ
こ
は
有
名
旅
館
「
加
賀
屋
」
さ
。」

　
達
仁
と
廉
は
、
恵
比
寿
の
湯
で
ノ
ン
ビ
リ
し
た
。

　
千
歌
と
梨
子
と
善
子
と
茉
莉
は
花
神
の
湯
に
入
っ
て
い
た
。

「
何
か
、
外
国
み
た
い
な
お
風
呂
だ
ね
。」

「
う
ん
、
気
分
は
イ
タ
リ
ア
へ
行
っ
た
気
分
だ
よ
。」
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「
オ
ー
、
デ
リ
シ
ャ
ス
。」

　
と
、
茉
莉
は
気
持
ち
よ
く
興
奮
し
て
い
た
。

　
達
仁
と
千
歌
た
ち
が
寝
て
る
頃
、
善
子
は
旅
の
便
り
を
書
い
て
い
た
。

「
善
子
、
は
や
く
寝
な
よ
、
明
日
は
金
沢
へ
観
光
す
る
ん
だ
か
ら
。」

「
待
っ
て
よ
、
今
ず
ら
丸
に
手
紙
を
書
い
て
い
る
ん
だ
か
ら
。」

「
そ
う
か
、
善
子
と
花
丸
は
幼
稚
園
と
小
学
校
の
時
か
ら
の
幼
馴
染
か
。」

「
う
ん
、
幼
稚
園
の
頃
か
ら
仲
が
い
い
ん
だ
よ
あ
い
つ
。」

　
と
、
廉
は
言
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
俺
寝
る
ぞ
。」

　
と
、
廉
は
一
言
を
言
っ
て
眠
っ
た
。

「
犯
人
は
な
ぜ
、
茉
莉
を
狙
っ
た
の
か
。」

　
と
、
謎
を
考
え
な
が
ら
１
眠
り
し
た
。

　
次
の
日
、
千
歌
と
達
仁
達
は
和
倉
温
泉
駅
か
ら
七
尾
線
に
乗
り
、
金
沢
へ
向
か
っ
た
。

「
や
っ
と
金
沢
か
。」

「
ず
ら
丸
も
行
き
た
か
っ
た
か
な
。」

「
だ
ね
、
金
沢
へ
来
た
ら
観
光
し
な
い
と
。」

「
じ
ゃ
あ
、
何
処
へ
行
こ
う
か
。」
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「
何
言
っ
て
る
の
、
金
沢
へ
行
く
ん
な
ら
尾
山
神
社
で
し
ょ
。」

「
さ
す
が
、
梨
子
ち
ゃ
ん
。」

　
そ
う
言
っ
て
、
達
仁
と
千
歌
と
善
子
た
ち
は
尾
山
神
社
へ
向
か
っ
た
。
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第
５
章
　
金
沢
ロ
マ
ン
巡
り

　　
次
の
日
、
能
登
を
観
光
し
た
達
仁
と
千
歌
た
ち
は
七
尾
線
に
乗
り
次
い
で
金
沢
へ
や
っ
て
来
た
。

「
や
っ
と
金
沢
に
来
た
の
ね
。」

「
こ
こ
が
北
陸
の
小
京
都
、
金
沢
。」

「
に
ぎ
や
か
な
街
何
だ
ね
。」

「
う
ん
。」

　
廉
と
善
子
は
観
光
案
内
所
で
金
沢
の
ガ
イ
ド
を
貰
っ
て
き
た
。

「
ガ
イ
ド
貰
っ
て
き
た
よ
。」

「
あ
り
が
と
う
。」

「
じ
ゃ
あ
、
何
処
廻
ろ
う
か
。」

「
金
沢
と
言
っ
た
ら
、
あ
そ
こ
よ
」

　
と
、
千
歌
は
言
っ
た
。

「
ど
こ
な
ん
だ
よ
。」

「
何
と
言
っ
て
も
、
尾
山
神
社
で
し
ょ
。」

「
歩
け
ば
す
ぐ
よ
。」
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「
そ
う
か
、
駅
か
ら
歩
い
て
い
く
と
武
蔵
が
辻
を
過
ぎ
る
尾
山
神
社
ね
。」

　
尾
山
神
社

「
神
門
に
来
た
な
。」

「
ま
る
で
、
修
学
旅
行
の
班
別
行
動
み
た
い
ね
。」

「
う
ん
。」

「
じ
ゃ
あ
、
撮
る
よ
。」

　
廉
は
善
子
と
梨
子
と
千
歌
と
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
。

　
カ
シ
ャ
ッ

　
そ
し
て
、
千
歌
は
お
参
り
を
し
た
。

「
千
歌
ち
ゃ
ん
、
そ
ろ
そ
ろ
行
く
よ
。」

「
待
っ
て
よ
。」

　
そ
し
て
、
金
沢
名
物
の
水
あ
め
の
老
舗
「
あ
め
の
俵
屋
」
へ
行
っ
て
見
た
。

「
こ
の
飴
、
と
ろ
と
ろ
し
て
る
ね
。」

　
と
、
千
歌
は
言
っ
た
。

「
う
ん
、
こ
れ
は
じ
ろ
飴
っ
て
言
う
ん
だ
よ
。」

「
私
と
千
歌
と
行
く
駄
菓
子
屋
の
水
あ
め
と
違
う
ね
。」

「
お
ー
、
こ
れ
は
デ
リ
シ
ャ
ス
。」
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と
、
茉
莉
は
言
っ
た
。

「
思
い
出
す
な
、
駄
菓
子
屋
の
水
あ
め
を
思
い
出
す
よ
。」

「
廉
は
、
よ
く
駄
菓
子
屋
に
行
く
の
か
。」

「
あ
あ
、
学
校
帰
り
に
ね
。」

　
そ
し
て
、
達
仁
と
千
歌
た
ち
は
金
沢
の
観
光
名
所
・
兼
六
園
へ
行
っ
て
見
る
事
に
し
た
。

　
兼
六
園

「
ま
ぁ
、
素
敵
ね
。」

　
と
、
茉
莉
は
言
っ
た
。

「
う
わ
ー
っ
、
紅
葉
も
き
れ
い
。」

「
本
当
だ
。」

　
達
仁
と
千
歌
と
梨
子
達
は
、
ひ
が
し
茶
屋
街
の
街
を
ま
わ
っ
て
見
た
。

「
ま
ぁ
、
可
愛
い
店
ね
。」

「
本
当
ね
。」

「
金
沢
と
言
え
ば
、
き
ん
つ
ば
だ
よ
ね
。」

「
そ
こ
で
お
茶
し
よ
う
か
。」

「
う
ん
。」

　
そ
し
て
、
達
仁
と
千
歌
に
行
っ
た
。
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「
で
も
、
ど
う
し
て
茉
莉
と
善
子
を
狙
っ
た
の
か
な
?
。」

「
う
ん
、
あ
ん
ま
り
言
う
と
記
憶
を
思
い
出
し
た
く
な
い
け
ど
、
善
子
は
昨
日
か
ら
狙
わ
れ
て
い
る
ん
だ

よ
。」

「
い
つ
頃
、
廉
。」

「
確
か
、
去
年
茉
莉
と
善
子
と
梨
子
と
一
緒
に
南
紀
白
浜
へ
行
っ
た
と
き
の
事
だ
、
列
車
に
後
を
付
け
ら

れ
て
い
た
ん
だ
。」

「
な
る
ほ
ど
、
狙
っ
た
の
は
善
子
と
茉
莉
だ
っ
た
の
か
、
す
る
と
犯
人
は
。」

　
一
方
、
善
子
と
廉
は
２
人
だ
け
で
ひ
が
し
茶
屋
街
を
歩
い
て
い
た
。

「
レ
ン
チ
、
こ
う
や
っ
て
２
人
で
歩
く
も
の
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。」

「
う
、
う
ん
。」

　
と
、
廉
は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
。

「
お
待
た
せ
、
南
。」

「
ど
う
だ
っ
た
、
２
人
だ
け
の
ひ
が
し
茶
屋
街
は
。」

「
ま
、
楽
し
か
っ
た
か
な
。」

　
そ
し
て
、
達
仁
達
は
金
沢
市
内
を
観
光
し
た
後
は
金
沢
駅
か
ら
加
賀
温
泉
駅
へ
と
向
か
っ
た
。

　
加
賀
温
泉
駅

「
や
っ
と
加
賀
温
泉
か
。」

26  第５章　金沢ロマン巡り



「
ど
こ
に
泊
ま
る
の
。」

　
と
、
梨
子
は
言
っ
た
。

「
加
賀
温
泉
と
言
え
ば
、
山
代
温
泉
だ
よ
。」

「
山
代
か
。」

　
と
、
千
歌
は
言
っ
た
。

「
宿
へ
行
く
時
間
は
ま
だ
あ
る
か
ら
す
こ
し
見
物
し
て
行
こ
う
か
。」

「
い
い
ね
。」

「
俺
さ
、
山
代
温
泉
の
古
総
湯
行
っ
て
く
る
ぜ
。」

「
い
い
け
ど
、
長
風
呂
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
な
。」

「
わ
か
っ
て
る
よ
。」

　
廉
と
善
子
と
茉
莉
は
山
代
温
泉
の
山
代
温
泉
の
古
総
湯
へ
行
く
事
に

　
山
代
温
泉
　
古
総
湯

「
ア
ー
、
い
い
湯
だ
な
。」

「
こ
れ
が
加
賀
の
湯
ね
。」

「
茉
莉
も
、
気
持
ち
い
い
気
分
よ
。」

　
そ
し
て
、
達
仁
と
千
歌
と
梨
子
は
源
泉
・
足
湯
に
行
っ
た

「
こ
こ
気
持
ち
い
い
ね
、
梨
子
ち
ゃ
ん
。」
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「
え
え
。」

　
そ
し
て
、
加
賀
と
言
え
ば
九
谷
焼
、
九
谷
焼
の
見
学
も
し
た
。

　
は
づ
ち
を
楽
堂

「
や
っ
と
一
段
落
ね
。」

「
ホ
ン
ト
。」

「
う
ん
。」

　
そ
し
て
、
達
仁
達
は
山
代
温
泉
・
ホ
テ
ル
瑠
璃
光
で
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。

「
ど
う
し
て
、
善
子
ち
ゃ
ん
と
茉
莉
ち
ゃ
ん
を
狙
っ
た
の
か
し
ら
。」

「
う
ー
む
、
本
当
に
あ
の
男
が
犯
人
な
の
か
な
?
。」

　
と
言
っ
て
、
達
仁
は
眠
っ
た
。
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第
６
章
　
写
真
の
中
に

　　
金
沢
を
見
物
し
た
達
仁
は
、
帰
り
に
長
岡
経
由
の
特
急
「
か
が
や
き
」
で
東
京
へ
帰
る
事
に
し
た
。

　
金
沢
駅

「
じ
ゃ
あ
、
達
仁
君
も
元
気
で
ね
。」

「
う
ん
。」

「
達
仁
、
今
度
は
内
浦
に
も
来
い
よ
。」

「
あ
あ
。」

　
達
仁
は
、
１
５
時
１
０
分
発
新
潟
行
の
特
急
「
北
越
７
号
」
に
乗
り
、
座
席
で
手
を
振
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
千
歌
た
ち
も
元
気
で
な
。」

「
達
仁
君
も
ね
。」

　
千
歌
た
ち
は
ホ
ー
ム
で
達
仁
を
見
送
り
、
特
急
「
北
越
７
号
」
は
走
り
去
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、
特
急
「
北
越
７
号
」
は
北
陸
本
線
か
ら
信
越
本
線
に
入
り
長
岡
か
ら
上
越
新
幹
線
「
あ
さ

ひ
３
２
６
号
」
に
乗
り
東
京
へ
帰
京
し
た
。

　
そ
し
て
次
の
日
、
達
仁
は
穂
乃
果
と
海
未
に
能
登
へ
行
っ
た
写
真
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。

「
へ
ぇ
ー
、
達
仁
君
能
登
半
島
へ
行
っ
て
来
た
の
。」
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「
う
ん
、
輪
島
へ
行
っ
て
朝
市
も
見
て
き
た
よ
。」

「
輪
島
っ
て
結
構
人
気
な
の
。」

「
あ
あ
、
北
陸
の
観
光
名
所
何
だ
よ
、
ち
な
み
に
夕
方
は
輪
島
夕
市
っ
て
言
う
ん
だ
よ
。」

「
よ
く
知
っ
て
る
ん
だ
ね
、
達
仁
君
っ
て
。」

　
そ
し
て
、
海
未
は
達
仁
に
行
っ
た
。

「
そ
う
言
え
ば
、
輪
島
で
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。」

「
あ
あ
、
輪
島
で
殺
人
が
起
き
て
な
、
今
推
理
し
て
い
る
ん
だ
。」

「
へ
ぇ
。」

「
私
も
行
っ
て
見
た
い
な
、
能
登
半
島
。」

　
と
、
穂
乃
果
は
言
っ
た
。

「
そ
れ
で
、
行
く
方
法
は
な
い
の
。」

「
う
ん
、
上
野
か
ら
寝
台
特
急
「
北
陸
」
に
乗
っ
て
金
沢
か
ら
七
尾
線
経
由
の
急
行
「
能
登
路
１
号
」
に

乗
る
と
輪
島
へ
行
け
れ
る
よ
。」

「
新
幹
線
で
行
く
と
し
た
ら
?
。」

　
海
未
は
言
っ
た
。

「
新
幹
線
で
は
東
海
道
新
幹
線
「
ひ
か
り
」
に
乗
っ
て
富
山
行
か
新
潟
・
金
沢
行
の
特
急
「
雷
鳥
」
に
乗

れ
ば
金
沢
か
ら
急
行
「
能
登
路
」
に
乗
っ
て
行
け
れ
る
ん
だ
よ
。」
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「
な
る
ほ
ど
。」

「
最
近
で
は
上
越
新
幹
線
で
行
く
と
長
岡
か
ら
金
沢
ま
で
は
特
急
「
か
が
や
き
」
に
乗
っ
て
金
沢
か
ら
七

尾
線
に
乗
り
換
え
る
。」

「
よ
く
知
っ
て
い
る
の
ね
。」

「
お
お
。」

　
こ
と
り
は
写
真
を
見
て
い
る
と
、
何
か
に
気
付
い
た
。

「
あ
れ
っ
、
こ
の
人
誰
。」

「
あ
っ
、
こ
の
人
は
確
か
。」

「
ど
う
し
た
の
。」

「
確
か
、
善
子
と
茉
莉
を
狙
わ
れ
た
と
言
っ
て
た
な
。」

「
そ
の
男
に
見
覚
え
あ
り
ま
せ
ん
。」

「
あ
あ
、
廉
が
あ
い
つ
だ
と
言
っ
て
た
な
。」

「
あ
い
つ
っ
て
、
誰
な
の
?
。」

「
そ
こ
ま
で
は
。」

　
穂
乃
果
と
海
未
は
そ
の
写
真
の
男
を
見
て
い
る
と
恐
怖
を
感
じ
た
。

「
そ
の
男
は
、
誰
な
の
か
し
ら
。」

「
あ
あ
、
あ
い
つ
っ
て
誰
な
ん
だ
。」
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「
ね
ぇ
、
千
歌
と
梨
子
に
聞
い
て
み
た
ら
。」

「
う
ん
、
そ
う
だ
ね
。」

　
そ
し
て
、
達
仁
は
千
歌
に
電
話
し
話
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。

「
う
ん
、
確
か
善
子
の
学
校
の
国
語
教
師
じ
ゃ
な
い
か
な
。」

「
う
ん
、
ま
ず
間
違
い
な
い
な
。」

「
千
歌
、
も
し
か
し
た
ら
善
子
と
茉
莉
と
廉
は
。」

「
う
ん
。」

「
わ
か
っ
た
よ
、
３
人
は
き
っ
と
能
登
へ
。」

「
そ
う
か
。」
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第
７
章
　
旅
の
終
わ
り
の
果
て
に

　　
上
野
駅
　
寝
台
特
急
「
北
陸
」

　
そ
の
夜
、
達
仁
と
穂
乃
果
と
海
未
は
千
歌
と
梨
子
と
一
緒
に
上
野
発
２
２
時
４
４
分
発
金
沢
行
寝
台

特
急
「
北
陸
」
に
乗
っ
て
金
沢
へ
向
か
っ
た
。

　
ピ
ィ
ー
ッ
!

　
達
仁
と
穂
乃
果
た
ち
が
乗
っ
た
寝
台
特
急
「
北
陸
」
は
夜
の
上
野
駅
を
発
車
し
た
。

「
達
仁
、
金
沢
に
は
何
時
に
着
く
の
?
。」

　
と
、
海
未
は
言
っ
た
。

「
６
時
３
３
分
に
着
く
よ
。」

「
じ
ゃ
あ
、
長
旅
に
な
る
の
ね
。」

「
そ
う
だ
、
朝
に
着
く
と
北
陸
だ
よ
。」

「
眠
い
わ
、
私
寝
る
ね
。」

　
と
、
穂
乃
果
は
言
っ
た
。

「
お
休
み
。」

　
と
、
言
っ
て
穂
乃
果
は
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
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ピ
ィ
ー
ッ
!

　
直
江
津
を
過
ぎ
る
と
朝
を
迎
え
た
、
そ
し
て
終
着
金
沢
に
は
６
時
３
３
分
で
あ
る
。

　
６
時
３
３
分
　
金
沢
駅

「
や
っ
と
金
沢
ね
、
ど
う
す
る
の
こ
れ
か
ら
。」

「
８
時
０
２
分
に
輪
島
行
の
急
行
「
能
登
路
１
号
」
に
乗
れ
ば
輪
島
に
は
１
０
時
１
６
分
に
着
く
。」

「
そ
の
前
に
朝
食
に
し
よ
う
か
。」

「
そ
う
だ
な
、
朝
食
に
す
る
か
。」

「
そ
う
ね
。」

　
達
仁
と
海
未
と
千
歌
は
金
沢
名
物
の
「
白
山
そ
ば
」
を
食
っ
て
七
尾
線
の
ホ
ー
ム
へ
向
か
っ
た
、
穂

乃
果
は
売
店
で
買
っ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
買
っ
た
。

「
や
ぁ
、
今
日
も
パ
ン
が
う
ま
い
っ
。」

「
私
大
好
き
な
の
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
。」

「
そ
う
な
の
、
梨
子
ち
ゃ
ん
。」

　
そ
し
て
、
８
時
０
２
分
発
輪
島
行
急
行
「
能
登
路
１
号
」
が
入
線
し
て
き
た
。

「
来
た
ぞ
。」

「
輪
島
行
き
か
、
こ
れ
に
乗
れ
ば
い
い
の
ね
。」

「
乗
る
ぞ
。」
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達
仁
と
穂
乃
果
と
千
歌
た
ち
は
急
行
「
能
登
路
１
号
」
に
乗
っ
た
。

「
金
沢
と
津
幡
の
間
は
北
陸
本
線
に
入
る
の
ね
。」

「
そ
う
だ
よ
。」

「
今
度
、
こ
と
り
ち
ゃ
ん
と
花
陽
ち
ゃ
ん
も
誘
っ
て
あ
げ
よ
う
か
な
。」

「
う
ん
、
２
人
も
行
き
た
か
っ
た
み
た
い
だ
し
。」

「
そ
う
か
、
善
子
と
茉
莉
は
狙
う
犯
人
が
分
か
っ
た
よ
。」

「
本
当
で
す
か
、
達
仁
。」

「
犯
人
は
誰
な
の
?
。」

「
あ
の
人
に
間
違
い
な
い
わ
。」

「
や
っ
ぱ
り
。」

　
終
着
輪
島
　
１
０
時
１
６
分
着

　
そ
し
て
、
達
仁
と
穂
乃
果
達
が
犯
人
を
追
い
詰
め
た
先
は
九
十
九
湾
遊
歩
道
に
や
っ
て
来
た
。

「
善
子
と
茉
莉
を
襲
っ
た
の
は
君
か
。」

「
何
っ
!
。」

「
何
だ
貴
様
は
。」

「
あ
な
た
ね
、
善
子
ち
ゃ
ん
を
狙
っ
た
の
は
。」

「
そ
の
通
り
さ
、
見
ら
れ
た
か
ら
に
は
行
か
せ
て
お
け
ね
ぇ
な
。」
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「
あ
あ
、
こ
い
つ
で
始
末
し
て
や
る
か
。」

　
不
良
グ
ル
ー
ブ
の
１
人
は
、
Ｓ
Ｗ
の
チ
ー
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
片
手
に
握
っ
て
い
た
。

「
え
っ
、
拳
銃
。」

　
バ
キ
ュ
ー
ン
、
バ
キ
ュ
ー
ン
。

「
逃
げ
る
ぞ
。」

「
う
ん
。」

　
そ
し
て
、
教
師
と
不
良
男
は
梨
子
を
狙
う
。

「
動
く
な
っ
、
こ
い
つ
が
ど
う
な
っ
て
も
い
い
の
か
?
。」

「
梨
子
ち
ゃ
ん
と
善
子
ち
ゃ
ん
と
茉
莉
ち
ゃ
ん
を
放
せ
っ
!
。」

　
と
、
穂
乃
果
は
言
っ
た
。

「
あ
な
た
だ
っ
た
の
ね
。」

「
お
前
は
、
一
体
。」

「
南
　
達
仁
、
音
ノ
木
の
高
校
生
探
偵
だ
。」

「
あ
ん
た
が
善
子
ち
ゃ
ん
と
茉
莉
ち
ゃ
ん
を
狙
っ
た
教
師
っ
て
氷
川
先
生
だ
っ
た
の
ね
。」

「
じ
ゃ
あ
、
輪
島
の
殺
人
の
犯
人
は
あ
な
た
だ
っ
た
の
か
。」

「
そ
う
さ
、
お
前
た
ち
に
は
能
登
の
海
に
沈
ん
で
魚
の
餌
に
し
て
や
る
ぜ
。」

「
く
そ
ー
っ
、
貴
様
か
ら
片
付
い
て
や
る
。」
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そ
し
て
、
氷
川
教
諭
は
ナ
イ
フ
を
取
り
出
し
た
、
そ
の
時
。

「
そ
こ
ま
で
だ
っ
!
。」

　
そ
こ
へ
、
石
川
県
警
の
八
木
警
部
が
や
っ
て
来
た
。

「
千
歌
ち
ゃ
ん
、
怖
か
っ
た
よ
。」

「
梨
子
ち
ゃ
ん
、
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
無
事
で
。」

「
こ
れ
で
、
事
件
は
解
決
ね
。」

「
茉
莉
ち
ゃ
ん
も
善
子
ち
ゃ
ん
も
無
事
で
良
か
っ
た
よ
。」

「
は
ぁ
、
怖
か
っ
た
わ
。」

「
わ
お
、
ま
さ
に
サ
ス
ペ
ン
ス
で
ー
す
。」

　
こ
う
し
て
、
達
仁
と
千
歌
と
梨
子
と
一
緒
に
行
っ
た
能
登
半
島
の
旅
行
の
事
件
は
解
決
し
た
。
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